
一
、
整
備
局
の
地
方
移
管
に
反

対
す
る
こ
と
。

二
、
専
門
職
種
（
機
械
・
電
気

通
信
）
対
応
の
課
を
復
活
さ
せ

る
こ
と
。

三
、
定
員
削
減
計
画
を
直
ち
に

廃
止
し
、
職
員
を
増
員
す
る
こ

と
。

四
、
単
身
赴
任
を
最
大
限
減

ら
す
こ
と
。
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震災対応で明らかになった対応力と問題点

改善し、国民の国民の期待に応えられる体制に

大
震
災
の
対
応
を
経
て
、
一
五
項
目
の
要
求
提
出

＝

「
管
理
職
員
等
ア
ン
ケ
ー
ト
」
・
職
場
議
論
の
参
考
に

＝

ユ
ニ
オ
ン
は
昨
年
の
｢
３
．
１
１
東
日
本
大
震
災
｣
の
対
応
を
経
て
、
国
土
交
通
省
が
国
民
の
安
全
・
安

心
を
守
る
官
庁
と
し
て
、
職
場
内
の
業
務
執
行
体
制
を
点
検
･
見
直
し
を
し
た
と
き
、
多
く
の
見
直
し
、
又

は
拡
充
す
べ
き
分
野
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

緊
急
に
改
善
す
べ
き
分
野
を
１
５
項
目
に
ま
と
め
、
職

場
に
そ
の
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
３
０
０
０
名
を
超
え
る
管
理
職
員
な
ど
か
ら
支
持
署
名
を
得
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、
国
民
の
国
土
交
通
省
に
対
す
る
期
待
に
応
え
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
要
求
と
支
持
署
名
を
国

土
交
通
省
に
提
出
し
、
そ
の
実
現
を
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
２
月
２
７
日
に
開
催
さ
れ
た
団
体
交
渉
で
、

官
房
長
は
｢
東
日
本
大
震
災
以
降
の
一
年
間
の
現
場
を
検
証
し
、
体
制
を
見
直
す
べ
き
は
見
直
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。
現
場
の
意
見
も
聞
か
せ
て
頂
き
た
い
｣と
回
答
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
災
害
が
続
発
し
て
い
る
中
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
「
実
践
的
」
に
守
る
こ
と
が
整
備
局
廃
止
な

ど
へ
の
最
大
の
反
撃
に
な
り
ま
す
。
ユ
ニ
オ
ン
は
こ
れ
ら
の
要
求
実
現
と
団
体
交
渉
の
回
答
の
履
行
を
求
め

て
引
き
続
き
交
渉
・
折
衝
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
今
回
の
「
防
災
体
制
拡
充
特
集
号
」
で
は
、
こ
れ
ら

要
求
項
目
と
そ
の
要
求
趣
旨
を
特
集
し
ま
し
た
。
現
場
の
意
見
で
さ
ら
に
補
強
す
る
と
同
時
に
、
現
在
進
め

て
い
る
｢
管
理
職
員
等
ア
ン
ケ
ー
ト
｣の
職
場
議
論
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

組
織
･
人
事
に
関
す
る
事
項

今
回
の
災
害
時
に
も
行

わ
れ
た
よ
う
な
素
早
い
全
国

的
な
支
援
は
困
難
に
な
る
。

ま
た
、
今
後
の
復
興
支
援
に

も
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
。さ

ら
に
は
、
政
府
が
進
め

た
「
構
造
改
革
」
に
よ
り
生

じ
た
都
市
と
地
方
の
格
差

が
、
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
こ

と
に
な
る
。

今
回
の
震
災
対
応
で
災
害
対

策
車
を
多
数
配
備
し
た
が
、
こ

の
う
ち
衛
星
通
信
車
に
は
常
時
、

電
気
通
信
担
当
職
員
が
派
遣
さ

れ
、
燃
料
不
足
か
ら
暖
房
無
し

の
寒
い
車
中
泊
で
困
難
な
業
務

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
排
水

ポ
ン
プ
車
と
照
明
車
に
は
機
械

担
当
職
員
が
同
様
に
派
遣
さ
れ
、

余
震
に
よ
る
再
度
の
津
波
を
気

に
し
な
が
ら
、
海
岸
近
く
で
困

難
で
危
険
な
業
務
を
担
っ
て
い

る
。
災
害
時
に
お
い
て
は
機
械

・
電
通
職
員
が
不
可
欠
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
務
所
に

は
担
当
す
る
課
が
無
く
、
防
災

官
庁
と
し
て
の
本
来
の
業
務
執

行
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
、

以
下
の
と
お
り
機
械
課
・
電
気

通
信
課
を
復
活
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。

・
災
害
対
策
（
除
雪
を
含
む
）

機
器
並
び
に
、
水
門
や
ダ
ム
な

ど
の
ゲ
ー
ト
類
を
維
持
管
理
と

運
営
並
び
に
災
害
に
は
県
、
市

町
村
に
も
機
械
･機
器
等
の
応
援

態
勢
を
企
画
す
る
た
め
に
全
事

務
所
に
機
械
課
を
新
設
す
る
。

・
大
規
模
災
害
時
に
、
通
信
機

関
が
不
通
に
な
っ
た
場
合
で
も
通

信
で
き
る
設
備
の
維
持
管
理
と

運
営
並
び
に
市
町
村
へ
の
応
援
態

勢
を
企
画
す
る
た
め
、
全
事
務
所

に
電
気
通
信
課
を
新
設
す
る
こ

と
。今

回
の
震
災
で
は
、
東
北
地

整
の
職
員
自
ら
が
、
親
族
や
住

宅
に
被
害
を
受
け
た
被
災
者
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
務

員
と
し
て
全
体
の
奉
仕
者
で
あ

る
と
の
高
い
使
命
感
か
ら
、
震

災
後
職
場
に
残
り
、
不
眠
不
休

で
復
旧
・
復
興
に
努
め
て
い

る
。ま

た
、
中
国
・
東
北
の
豪
雪

に
よ
る
長
時
間
に
わ
た
る
通
行

止
め
の
時
に
も
、
事
故
直
後
の

混
乱
の
中
、
情
報
収
集
や
緊
急

対
策
な
ど
困
難
な
業
務
を
、
少

数
の
職
員
の
み
で
行
わ
ざ
る
を

得
ず
、
事
務
所
・
出
張
所
に
参

集
し
た
職
員
は
、
ま
さ
に
不
眠

不
休
の
激
務
と
な
っ
た
が
、
職

員
の
努
力
に
も
か
わ
ら
ず
マ
ン

パ
ワ
ー
の
不
足
か
ら
、
満
足
な

結
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

も
事
実
と
し
て
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た

最
大
の
原
因
は
、
困
難
な
現
場

の
実
態
を
無
視
し
た
政
府
の
定

員
削
減
計
画
に
あ
る
。

現
在
、
再
任
用
者
は
基
本
的

に
事
務
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る

が
、
再
任
用
者
は
現
役
時
代
か

ら
の
長
い
経
験
と
地
域
の
情
報

を
持
っ
て
お
り
、
災
害
時
こ
そ
、

そ
の
経
験
と
能
力
を
大
い
に
発

揮
で
き
る
。

常
日
頃
か
ら
再
任
用
者
を
出

張
所
に
配
置
し
、
他
の
職
員
と

の
協
働
に
よ
り
組
織
全
体
の
防

災
力
向
上
が
図
ら
れ
る
。

ま
た
、
震
災
に
よ
り
道
路
が

い
た
る
所
で
寸
断
さ
れ
、
そ
の

よ
う
な
中
、
自
操
運
転
に
よ
り

現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
道
路

の
行
き
止
ま
り
の
箇
所
に
車
両

を
駐
車
し
て
調
査
を
行
い
、
調

査
終
了
後
に
車
両
を
取
り
に
戻

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
非
常
に

効
率
が
悪
い
こ
と
も
車
両
管
理

上
問
題
が
あ
っ
た
。
車
両
運
転

職
員
も
必
要
職
種
で
あ
る
。

危
機
管
理
に
対
応
す
る
機
関

の
要
員
は
、
全
て
職
員
（
再
任

用
者
を
含
む
）
と
す
べ
き
で
あ

る
。東

北
及
び
中
国
地
整
管
内
で

発
生
し
た
、
一
般
国
道
の
「
長

時
間
に
わ
た
る
通
行
止
め
」
に

つ
い
て
、
そ
の
主
な
原
因
は
短

時
間
で
の
異
常
な
降
雪
と
道
路

利
用
者
の
安
易
な
判
断
に
あ
る

と
思
う
が
、
発
生
日
時
が
休
日

で
あ
っ
た
た
め
、
職
員
の
当
該

事
務
所
・
出
張
所
へ
の
参
集
が

業務執行体制の拡充・仕事の問題特集



一
、

事
務
所
・
出
張
所
は

安
全
な
施
設
と
す
る
こ
と
。

二
、

通
信
設
備
の
信
頼
向

上
対
策
を
図
る
こ
と
。

一
、

防
災
力
維
持
・
向
上
の

た
め
、
地
元
中
小
建
設
業
の

保
護
育
成
を
図
る
こ
と
。

二
、

震
災
被
害
か
ら
の
復
興

は
地
元
住
民
の
意
思
を
尊
重

し
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
支
援
の
一
層
の
拡
充
を
図

る
こ
と
。

三
、

増
員
が
当
面
困
難
な
場

合
、
車
両
管
理
・
支
援
業
務
等

は
、
適
切
な
契
約
方
式
と
す
る

こ
と
。

四
、

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
等
で

現
地
へ
の
派
遣
は
、
必
要
な
技

術
力
を
持
つ
者
と
す
る
こ
と
。

五
、
自
操
運
転
は
廃
止
す
る
こ

と
、
廃
止
ま
で
の
間
は
次
の
こ

と
を
具
体
化
す
る
こ
と
。

決
定
的
に
遅
れ
、
混
乱
に
拍
車

・

災
害
対
策
に
従
事
す
る
職
員

を
か
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

は
、
原
則
と
し
て
単
身
赴
任
と

こ
の
原
因
は
、
２
年
か
ら
３
年
サ

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

イ
ク
ル
の
「
コ
ロ
コ
ロ
配
転
」
及

そ
の
た
め
、
内
示
前
に
職
員
の

び
原
則
と
し
て
「
内
部
昇
任
を
行

意
向
を
十
分
確
認
す
る
こ
と
。

わ
な
い
」
人
事
政
策
に
よ
り
、
居

・

や
む
を
得
ず
単
身
赴
任
に
な

住
地
か
ら
遠
い
箇
所
へ
も
転
勤
せ

る
場
合
で
も
、
自
宅
又
は
家
族

ざ
る
を
得
ず
、
単
身
赴
任
が
あ
た

居
住
地
か
ら
１
時
間
３
０
分
以

り
ま
え
と
な
っ
て
い
る
人
事
任
用

内
で
移
動
で
き
る
範
囲
と
す
る

政
策
に
あ
る
。

こ
と
。

施
設
等
に
関
す
る
事
項

今
回
の
震
災
で
は
、
釜
石

港
湾
事
務
所
や
気
仙
沼
国
道

維
持
出
張
所
等
、
数
多
く
の

施
設
が
津
波
の
被
害
を
受
け
、

そ
の
後
の
業
務
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
た
。
全
国
的
に
は

洪
水
は
ん
濫
区
域
内
や
液
状

化
、
津
波
に
よ
る
被
害
が
予

想
さ
れ
る
地
域
等
、
危
険
な

地
域
に
相
当
数
の
事
務
所
・

出
張
所
が
存
在
す
る
。

事
務
所
・
出
張
所
は
、
そ

の
位
置
・
強
度
等
安
全
な
施

設
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
必

要
な
食
料
・
燃
料
等
の
備
蓄

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

今
回
の
震
災
で
は
、
被
災
直

後
か
ら
携
帯
を
含
む
電
話
は
機

能
せ
ず
、
光
ケ
ー
ブ
ル
も
各
所

で
破
断
し
た
。
そ
の
よ
う
な
な

か
で
も
マ
イ
ク
ロ
回
線
は
生
き

て
い
た
が
、
回
線
数
が
少
な
く
、

双
方
向
の
機
能
が
無
い
マ
イ
ク

ロ
無
線
で
は
、
同
時
に
大
量
の

情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、

う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
と
の

報
告
が
あ
る
。

今
回
の
現
場
で
は
衛
星
携
帯

電
話
が
機
能
し
て
い
た
が
、
衛

星
に
頼
り
す
ぎ
て
も
衛
星
に
障

害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
問
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
光
ケ
ー
ブ

ル
一
辺
倒
で
は
な
く
、
多
様
な

信
頼
性
の
高
い
緊
急
通
信
網
を

自
治
体
を
含
め
整
備
す
る
と
と

も
に
、
通
信
施
設
の
電
源
・
津

波
等
災
害
対
策
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る

業
務
執
行
、
そ
の
他
の
事
項

災
害
時
に
お
け
る
初
期
対
応

が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
議
論
の

余
地
は
な
い
。

し
か
し
、
長
引
く
不
況
と
政

府
の
公
共
事
業
費
縮
減
か
ら
、

地
方
の
建
設
業
者
の
疲
弊
は
著

し
く
、
会
社
そ
も
の
が
減
少
す

る
と
と
も
に
、
職
員
の
高
齢
化

や
減
少
、
自
前
で
建
設
機
械
を

持
た
な
い
（
持
て
な
い
）
業
者

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
災
害
時
に
お
い

て
行
政
機
関
か
ら
の
要
請
に
応

え
ら
れ
ず
、
結
果
的
に
被
害
の

拡
大
を
阻
止
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
事
態
に
な
っ
て
お
り
、
地

域
の
防
災
力
の
維
持
・
向
上
に

は
地
元
中
小
建
設
業
者
の
保
護

育
成
を
積
極
的
に
図
る
必
要
が

あ
る
。

早
急
な
ガ
レ
キ
処
理
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
処

理
を
一
元
的
に
国
が
行
う
事

が
合
理
的
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
法
整

備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
復
興
に
あ
た
っ
て

は
地
元
住
民
の
意
思
を
尊
重

し
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担

を
明
確
に
し
て
実
施
す
る
こ

と
。
基
礎
自
治
体
単
位
に
国

の
復
興
機
関
（
出
張
所
・
分

室
等
）
を
配
置
す
る
こ
と
が

有
効
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
検
討
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

今
回
の
震
災
で
は
、
車
両
管

理
業
務
の
運
転
員
が
職
員
と

一
緒
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

運
転
員
へ
の
直
接
指
示
は
労

働
者
派
遣
法
に
違
反
と
な
る

が
、
地
理
的
に
不
案
内
、
携

帯
電
話
の
不
通
な
ど
に
よ
り

現
地
で
は
「
直
接
指
示
」
に

よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に

お
か
れ
た
。

ま
た
、
委
託
業

務
、
そ
の
他
､
工
事
な
ど
で
も

事
情
は
同
様
で
あ
っ
た
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、
日
常
業
務
に

お
い
て
も
「
直
接
指
示
」
の

問
題
が
あ
る
こ
と
を
再
三
指

摘
し
て
き
た
が
、

「
直
接
指

示
」
無
し
に
業
務
が
廻
ら
な

い
事
は
明
白
で
あ
り
、「
直
接

指
示
」
が
出
来
る
適
切
な
契

約
方
式
に
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
。

現
場
で
求
め
ら
れ
る
能
力
は
、

現
地
の
状
況
を
的
確
に
判
断

し
、
現
場
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
力
（
技
術
力
）
で
あ
る
。

安
易
に
役
職
で
選
考
す
る
こ

と
な
く
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
研
修
等
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
災
害
時
の
調

査
に
お
い
て
は
、
必
要
に
よ
り

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
学
識
経
験

者
と
合
同
で
調
査
を
迅
速
に
実

施
出
来
る
よ
う
、
事
前
に
体
制

等
を
整
備
し
て
お
く
必
要
も
あ

る
。

見
直
し
す
べ
き
業
務
が
あ
れ
ば
｢ア
ン
ケ
ー
ト
｣に
お
答
え
下
さ
い

職
場
で
は

職
員
が
減
ら
さ
れ
る
一
方
で
、
業
務
は
よ
り
多
岐
に
亘

り
高
度
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
加
え
て
，
大
蔵
海
岸
裁
判
の
よ
う
に

第
一
線
の
管
理
職
に
一
層
の
責
任
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
流
れ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
過
度
の
説
明
資
料
や
、
中
に
は
幹
部
の
「
個
人
的
趣
味
」
と

も
思
わ
れ
る
資
料
作
り
、
入
札
制
度
の
相
次
ぐ
変
更
に
よ
る
業
務
の
煩

雑
化
、
過
剰
な
ま
で
の
特
定
の
個
人
・
団
体
に
対
す
る
対
応
な
ど
で
、

本
来
業
務
は
そ
っ
ち
の
け
で
長
時
間
・
過
重
労
働
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
仕
事
と
健
康
問
題
の
項
で
、
も
う
い
ち
ど
仕
事
の
あ
り

方
を
改
善
・
見
直
そ
う
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
本
来
業
務

は
何
か
、
無
駄
な
業
務
は
何
か
の
｢
考
え
ら
れ
る
点
｣
が
あ
れ
ば
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

今
回
遠
方
に
自
操
運
転
で
派

遣
し
た
が
、
自
操
運
転
は
、
打

合
せ
・
会
議
な
ど
に
限
定
し
、

災
害
、
事
故
等
の
発
生
場
所
に

行
く
場
合
に
は
、
自
操
運
転
を

命
令
し
な
い
こ
と
。

・
道
路

交
通
法
第
７
４
条
の
３
等
に
基

づ
く
、
「
安
全
運
転
管
理
者
」

を
事
業
所
ご
と
に
専
任
、
本
府

省
と
本
局
、
事
務
所
、
出
張
所

な
ど
の
出
先
機
関
全
て
に
「
安

全
運
転
管
理
者
」(

必
要
に
応

じ

「
副
安
全
運
転
管
理
者
」）

を
専
任
す
る
こ
と
。

職
員
の
処
遇
に
関
す
る
事
項

一
、
深
夜
勤
務
手
当
を
民
間
同
様
管
理
職
員
に
も
支
給
す
る
こ
と
。

二
、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
を
適
切
に
支
払
う
こ
と
。

三
、
安
全
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
。

四
、
健
康
被
害
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
。


